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ノボシビルスク 

ハバロフスク 

ウラジオストック 

ノボシビルスク 
古い、撮影禁止 

きれい 
近代的 

3h 

5.5 h 

BINP 



オビ川の貯水池． 広い砂浜になっていた。 
寒いのに泳いでいる老人発見 

金曜日、ひたすら歩くツアー。(10:00 ~ 16:00).  
11:00 ~ 15:00 水なし、ごはん無し、トイレ無し 

Workshop Dinner (あっさりして日本人好み) とても治安が良い 



ALICE@ダラスベリー 



コーネル Injector  

カップラーは左右対称に配置 
→ダイポール成分は無いが、4極成分が問題となった 

最初のカップラーは、下流側に 
配置すべき 





ALICE@ダラスベリー 

多くの研究所と共同研究 







気になった話題 

・高効率半導体アンプ 
 
・ピエゾの寿命 
 
・RFリファレンスラインの安定化 
 
・µTCAの採用状況 



Brian Chase @ Fermi 

GMRRは企業名 

効率~80% 

・高効率のためF,S級アンプを使用 
・LLRFでパワーアンプの電源電圧 
 もコントロール 

高効率半導体アンプについて 



1.3 GHz 高効率Ｆ級 
半導体アンプ 

CAV 

Pf Pf Pr 

LLRF FBボードからアンプの 
電源電圧を制御 

空洞安定化 アンプの制御 

Larry Doolittle @ LBNL 

1.3GHzの高効率パワーアンプを既に完成させた。モジュール化されている。 

アンプの出力段には 
ひずみを取るための 
フィルターが入っている 

LLRF Feedback Board 



Larry Doolittle @ LBNL 

pulse width modulation、PWM 



mean lifetime 
 (MTTF: mean time to failure) 





1.3 GHz Phase Averaging Reference Line ASTA Ed Cullerton, Brian Chase @FNAL 

ここを0deg.と定義。 
MOのPhaseを回す 



@FNAL 



位相ドリフトの絶対値は小さくなったが、 
他のポートの方向性結合器からの反射でギザギザしているようだ。 
→ 補正が難しい 







SLACもMicroTCAを採用。タイミングシステム用EVRも搭載 
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